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府県での
　  子実トウモロコシの

シ
リ
ー
ズ

水田農業イノベーション

盛
川
農
場
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
茎
葉

が
枯
れ
か
か
っ
た
よ
う
に
茶
色
に
色
づ
い

て
い
た
。
品
種
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
熟

期
が
進
み
、
子
実
が
完
熟
状
態
に
な
っ
て

い
る
一
つ
の
目
安
だ
と
い
う
。
同
農
場
の

今
年
の
作
付
面
積
は
約
２
・
３
ha
。
近
隣

の
仲
間
に
も
呼
び
か
け
、
花
巻
市
内
で
は

昨
年
の
０
・
７
ha
か
ら
５
・
０
ha
規
模
に

拡
大
し
た
。

今
回
の
実
演
会
の
主
旨
は
、
収
穫
期
の

子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
そ
の
収
穫
作
業
を

見
て
も
ら
う
こ
と
と
、
海
外
製
の
コ
ン
バ

イ
ン
だ
け
で
な
く
、
国
産
の
汎
用
コ
ン
バ

イ
ン
で
も
収
穫
で
き
る
こ
と
へ
の
理
解
を

広
め
る
こ
と
で
あ
る
。

実
演
会
は
、
パ
イ
オ
ニ
ア 

ハ
イ
ブ
レ

ッ
ト 

ジ
ャ
パ
ン
㈱
畜
産
事
業
本
部 

東
日

本
営
業
所 

所
長 

白
戸
洋
一
氏
の
解
説

と
、
ヤ
ン
マ
ー
、
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン
ド
の
実

演
に
よ
り
進
行
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
、
㈱
ヤ
ン
マ
ー
の
Ａ
Ｇ
１
１

０
０
の
試
作
機
に
よ
る
収
穫
実
演
が
行
な

わ
れ
た
。
ベ
ー
ス
は
水
稲
、
麦
類
、
豆
類
、

ソ
バ
等
の
収
穫
に
用
い
る
１
１
０
馬
力
の

汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
で
、
足
回
り
は
ク
ロ
ー

ラ
ー
を
履
き
、
刈
幅
は
２
・
６
ｍ
。
同
機

は
、
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
に
対
応

全
国
的
に
冷
え
込
ん
だ
こ
の
日
、
幸
い

に
も
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
岩
手
県
花
巻
市

の
㈲
盛
川
農
場
の
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

作
付
圃
場
は
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

参
集
し
た
の
は
耕
種
農
業
者
を
は
じ
め
、

畜
産
農
業
、
飼
料
メ
ー
カ
ー
、
機
械
メ
ー

カ
ー
、
行
政
機
関
お
よ
び
研
究
機
関
の
関

係
者
な
ど
計
１
３
０
名
以
上
に
及
ん
だ
。

実
演
会
で
は
、
岩
手
県
中
央
農
業
改
良

セ
ン
タ
ー
の
工
藤
�
氏
の
�
�
に
�
き
、

�
氏
の
�
�
に
�
き
、

氏
の
�
�
に
�
き
、

試
作
開
発
中
の
国
産
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン

と
、
同
農
場
が
所
有
す
る
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン

ド
の
大
型
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
収
穫
作
業
が
行
な
わ
れ
た
。
日
本

の
農
場
条
件
に
合
っ
た
小
型
の
汎
用
コ
ン

バ
イ
ン
で
収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

は
、
５
月
に
開
催
さ
れ
た
研
修
会
で
も
機

械
メ
ー
カ
ー
へ
の
要
望
の
一
つ
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
た
。
今
回
の
実
演
会
で
は
㈱

ヤ
ン
マ
ー
が
そ
の
要
望
に
応
え
て
、
現
在

の
進
捗
状
況
を
披
露
し
た
形
だ
。

そ
の
後
、場
所
を
移
し
て
、検
討
会
は
同

市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
検
討
会

で
は
花
巻
市
の
穀
物
生
産
の
概
要
説
明
、

子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
の
基
調
報
告
に

�
き
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
者
と
畜
産
農

業
者
ら
が
登
壇
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
た
。
会
場
の
参
加
者

も
質
問
や
意
見
を
投
げ
か
け
、
会
場
は
、

子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
通
じ
た
水
田
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、ひ
い
て
は
、日
本
農
業
の
新

た
な
展
開
へ
の
期
待
感
に
包
ま
れ
た
。

第15回

府県での子実トウモロコシ生産は今年で２年目。今年５月25日に播種したトウモコシが収穫期を迎えた㈲
盛川農場に、関心を寄せる人々が全国から集まった。昨年秋には秋田県大潟村での海外製大型コンバインに
よる収穫実演が、今年春には岩手県花巻市での播種時期の検討会がそれぞれ開催された。その流れを受けて、
岩手県中央農業改良センターが主催した実演・検討会の模様をレポートする。� （取材・まとめ　平井ゆか）

収穫実演と検討会
続・水田農業イノベーション研修会

～新たな戦略　子実トウモロコシの実用化～
（主催：岩手県中央農業改良センター）

実
演
会

国
産
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
収
穫
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す
る
べ
く
、
今
年
か
ら
北
海
道
長
沼
町
の

㈲
柳
原
農
場
の
協
力
を
得
て
、
試
作
段
階

の
テ
ス
ト
を
始
め
た
も
の
だ
。

試
作
段
階
で
は
あ
る
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
専
用
の
収
穫
機
を
購
入
し
な
く
て
も
、

小
麦
や
大
豆
等
と
汎
用
利
用
で
き
る
と
あ

れ
ば
、
収
穫
機
へ
の
投
資
を
抑
え
た
い
生

産
者
に
は
嬉
し
い
話
で
あ
る
。
水
田
で
の

子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
に
は
、
国
産
の

小
型
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
で
い
か
に
効
率
良

く
収
穫
で
き
る
か
が
課
題
と
な
る
。
さ
ら

な
る
改
良
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

㈱
ヤ
ン
マ
ー
農
機
事
業
本
部
企
画
部
の

小
野
寺
誠
氏
は
、「
ま
だ
若
干
の
ロ
ス
が

出
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
国
産
コ
ン
バ
イ

ン
も
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
認
識
い
た

だ
き
、
今
後
も
生
産
者
側
に
情
報
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
仕
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

�
い
て
収
穫
作
業
を
始
め
た
の
は
、
盛

川
農
場
が
昨
年
導
入
し
た
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン

ド
の
Ｔ
Ｃ
５
０
７
０
。
２
０
７
馬
力
の
大

馬
力
で
、
グ
レ
イ
ン
タ
ン
ク
容
量
は
約
６

０
０
０
ℓ
、
刈
幅
は
４
・
５
ｍ
。
盛
川
農

場
の
よ
う
に
条
間
72
㎝
で
播
種
し
た
場

合
、
一
度
に
収
穫
で
き
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
６
条
分
に
相
当
す
る
。
高
速
か
つ
作
業

幅
が
広
い
の
で
、
今
回
の
実
演
圃
場
の
よ

う
に
大
区
画
化
が
進
ん
で
い
る
圃
場
で
の

収
穫
作
業
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
行
な
え
る
。

同
機
は
日
本
で
は
小
麦
収
穫
用
と
し
て

輸
入
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
海
外
で
は
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
も
想
定
し
た
ス
ペ
ッ

ク
を
持
つ
。
今
回
も
コ
ン
ケ
ー
ブ
と
呼
ば

れ
る
選
別
網
や
脱
穀
部
（
シ
リ
ン
ダ
ー
）

の
回
転
数
、
選
別
板
と
脱
穀
部
の
間
隔
を

調
整
し
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
用
の
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
で
収
穫
を
行
な
っ
た
。

日
本
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン
ド
㈱
東
日
本
営
業

部
の
桜
井
�
�
氏
は
、「
も
っ
と
面
積
が

�
�
氏
は
、「
も
っ
と
面
積
が

氏
は
、「
も
っ
と
面
積
が

「
も
っ
と
面
積
が

も
っ
と
面
積
が

増
え
て
処
理
能
力
を
上
げ
た
い
状
況
に
な

れ
ば
、
ロ
ス
を
抑
え
る
た
め
に
も
専
用
の

コ
ー
ン
ヘ
ッ
ダ
ー
の
装
着
を
勧
め
た
い
」」

と
話
し
た
。

コ
ン
バ
イ
ン
が
収
穫
を
開
始
す
る
と
、

参
加
者
は
コ
ン
バ
イ
ン
の
後
ろ
を
追
い
か

け
、排
出
さ
れ
る
茎
葉
を
手
に
取
る
な
ど
、

実
演
を
興
味
深
く
見
守
っ
た
。
排
出
さ
れ

る
茎
葉
は
残
渣
と
と
も
に
有
機
物
と
し
て

圃
場
に
鋤
き
込
む
予
定
。

収
穫
し
た
子
実
を
水
分
計
で
測
っ
た
と

こ
ろ
34
％
だ
っ
た
。
前
々
日
の
降
雨
の
影

響
で
水
分
が
高
め
だ
っ
た
そ
う
で
、
水
分

だ
っ
た
そ
う
で
、
水
分
水
分

が
25
％
程
度
ま
で
圃
場
で
落
ち
て
い
れ

ば
、
収
穫
後
に
14
％
程
度
ま
で
乾
燥
調
製

す
る
こ
と
で
保
管
し
て
も
カ
ビ
な
ど
の
害

を
防
げ
る
と
い
う
。

来
場
者
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
の
作
業
を
見

�
し
た
後
、
刈
り
取
り
後
の
状
態
や
収
穫

後
、
刈
り
取
り
後
の
状
態
や
収
穫

、
刈
り
取
り
後
の
状
態
や
収
穫

さ
れ
た
実
の
状
態
を
確
か
め
た
。

ヤンマー㈱のAG1100による収穫実演。今年から子実トウモロコシ
の収穫作業に対応するため、試作開発が進められている。

コンバインの収穫作業を興味津々に追いかける参加者ら。人の背丈を
超えるトウモロコシと、刈跡を観察しながら、意見交換の場に。

収穫されたトウモロコシの穀粒。当日の水分は34
％。乾燥調製を経て、14％程度で保管される。

ニューホランドのTC5070。小麦収穫用のヘッダーにクロ
ップリフターを取り付けて収穫作業を行なっている。

収穫した子実トウモロコシはコンバインからトラッ
クに排出。作付面積が拡大すると、乾燥機の容
量が問題になるのではという声も。

1

2

3

4

5

処
理
能
力
の
高
い
大
型
コ
ン
バ
イ
ン

収
穫
時
の
水
分
は
25
％
が
理
想
的

シリーズ 水田農業イノベーション

府県での子実トウモロコシの収穫実演と検討会
「続・水田農業イノベーション研修会～新たな戦略  子実トウモロコシの実用化～」（主催：岩手県中央農業改良センター）

第15回
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子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
国
内
生
産
の
き

っ
か
け
を
生
ん
だ
北
海
道
長
沼
町
の
柳
原

氏
。
今
年
、自
社
農
場
で
12 

ha
作
付
け
し
、

収
量
は
10
ａ
当
た
り
１
ｔ
を
超
え
る
見
込

み
だ
と
報
告
し
た
。
ま
た
、
子
実
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
生
産
４
年
目
に
し
て
、
作
付
圃
場

の
土
壌
が
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
変
化
を

実
感
し
て
い
る
と
話
し
た
。

大
豆
と
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輪
作

体
系
の
な
か
で
比
べ
る
と
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
が
他
の
作
物
に
比
べ
て
深
く
ま
で
張

る
た
め
、水
は
け
が
良
く
な
っ
た
と
い
う
。

大
雨
が
降
っ
た
際
に
観
察
し
た
と
こ
ろ
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
作
付
け
し
て
い
な
い
圃

場
で
は
水
が
引
く
ま
で
に
約
24
時
間
か
か

っ
た
の
に
対
し
、
作
付
け
し
た
こ
と
が
あ

る
圃
場
で
は
約
12
時
間
だ
っ
た
。
６
月
の

よ
う
に
晴
れ
間
が
少
な
く
作
業
が
多
い
時

と
い
う
問
題
が
な
く
な
り
、
経
営
規
模
の

拡
大
が
で
き
る
。

10
ａ
当
た
り
の
面
積
で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
は
他
の
作
物
収
益
性
が
低
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
投
下
労
働
時
間
で
見

る
と
、
水
稲
14
・
69
時
間
、
大
豆
６
・
57

時
間
、
小
麦
３
・
26
時
間
（
12
年
都
府
県

デ
ー
タ
）。
そ
れ
に
対
し
て
、
盛
川
氏
が

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
圃
場
内
で
の
作
業
時
間

は
１
・
１
時
間
で
あ
っ
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
に
限
ら
ず
経
営
は
、
面
積
当
た
り
で
は

な
く
投
下
労
働
時
間
当
た
り
で
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
に
は
今
後
、
小
型

の
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
や
保
管
庫
、
地
域
の

実
需
者
と
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。
保
管

庫
と
し
て
農
協
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
活
用
で
き
れ
ば
両
者
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
と
な
る
だ
ろ
う
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
取
り
組
み
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り

だ
が
、
将
来
、
各
地
域
で
新
た
な
産
業
が

開
発
さ
れ
る
と
期
待
で
き
る
。

盛川周祐氏（岩手県花巻市）
「トウモロコシは作業が少なく、経費
がかからない作物」

基
調
報
告
と
し
て
、
水
田
で
の
子
実
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
の
意
義
を
次
の
よ
う
に

述
べ
た
。

子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
語
る
理
由
は
、

コ
メ
が
供
給
過
剰
の
中
、
水
田
農
業
が
現

在
の
形
の
ま
ま
で
良
い
の
か
と
い
う
疑
問

に
始
ま
る
。
今
年
、
つ
い
に
米
価
が
予
想

以
上
に
大
き
く
下
落
し
た
。
今
後
も
１
万

円
を
切
る
レ
ベ
ル
で
推
移
す
る
と
推
測
さ

れ
る
。
財
務
省
が
飼
料
用
米
な
ど
へ
の
転

作
助
成
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
よ
う
に
、

飼
料
用
米
や
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
市
場
で
の
将
来

性
が
見
え
て
こ
な
い
。
農
業
者
自
身
が
市

場
に
応
え
ら
れ
る
農
業
を
つ
く
り
上
げ
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

コ
メ
が
供
給
過
剰
で
あ
る
の
に
対
し
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
市
場
規
模
は
大
き
い
。

日
本
は
現
在
、
世
界
最
大
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
輸
入
国
で
、
そ
の
約
６
割
が
飼
料
用

で
あ
る
。
他
に
も
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
な
ど

の
用
途
は
幅
広
く
、
年
間
の
輸
入
量
は
１

３
０
０
～
１
６
０
０
万
ｔ
、
４
０
０
０
～

４
５
０
０
億
円
。
２
０
１
３
年
の
平
均
単

価
は
港
で
３
万
２
１
８
３
円
／
ｔ
。
非
Ｇ

Ｍ
Ｏ
（
遺
伝
子
組
み
換
え
で
な
い
）
は
さ

ら
に
高
価
格
で
取
引
さ
れ
て
お
り
４
万
円

／
ｔ
を
超
え
る
と
き
も
あ
る
。
国
際
情
勢

や
為
替
変
動
で
輸
入
価
格
が
不
安
定
な

中
、
国
産
の
非
Ｇ
Ｍ
Ｏ
で
あ
れ
ば
、
そ
の

市
場
性
に
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
生
産
効
率
が

高
い
。
盛
川
氏
の
よ
う
に
、
代
か
き
を
し

な
い
コ
メ
づ
く
り
を
し
、
麦
、
大
豆
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
と
同
じ
畑
作
の
技
術
体
系
で

行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
春
に
集
中
す
る

作
業
を
分
散
で
き
る
。
す
る
と
、
労
働
力

の
限
界
に
よ
っ
て
面
積
が
拡
大
で
き
な
い

柳原孝二氏（北海道長沼町）
「トウモロコシの収益率は低いが、土
壌改善につながり、作業効率が上がる」

塚原昇氏（茨城県境町）
「ブランド豚の餌に利用できれば、割
高のコストも賄えるのではないか」

昆吉則氏（本誌編集長）
「まだ始まったばかりだが、将来、各
地域で新たな産業が開発される」

検
討
会

基
調
報
告
：
な
ぜ
水
田
で

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
つ
く
る
の
か

（
本
誌
編
集
長 

昆
吉
則
）

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
は
土
壌
改
善
に

（
㈲
柳
原
農
場 

代
表
取
締
役

柳
原
孝
二
氏
）
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シリーズ 水田農業イノベーション

府県での子実トウモロコシの収穫実演と検討会
「続・水田農業イノベーション研修会～新たな戦略  子実トウモロコシの実用化～」（主催：岩手県中央農業改良センター）

第15回

配
合
し
て
い
る
畜
産
農
家
は
少
な
い
。
低

価
格
で
豚
肉
を
提
供
す
る
た
め
、
飼
料
に

は
効
率
良
く
生
産
可
能
な
配
合
設
計
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
そ
の
理
由
と
い
う
。

そ
の
状
況
で
も
、
自
家
配
合
を
選
択
し

た
。飼
料
を
生
産
し
家
畜
に
与
え
る
に
は
、

乾
燥
機
、
粉
砕
機
、
混
合
機
、
そ
し
て
、

飼
料
タ
ン
ク
に
飼
料
を
投
入
す
る
バ
ル
ク

車
に
飼
料
を
送
り
込
む
コ
ン
ベ
ア
が
必
要

だ
っ
た
。
そ
れ
を
一
つ
ず
つ
揃
え
て
仕
組

み
を
整
え
た
。
そ
の
後
、
麦
茶
用
の
麦
の

搾
り
か
す
、
パ
ス
タ
工
場
の
ダ
メ
ー
ジ
品

な
ど
を
用
い
て
コ
フ
ィ
ー
ド
に
取
り
組

み
、
５
年
前
か
ら
は
、
契
約
栽
培
に
よ
る

飼
料
米
を
使
っ
て
い
る
。
国
産
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
話
を
聞
き
、
現
在
、
興
味
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
。

塚
原
牧
場
の
梅
山
豚
は
高
価
格
で
取
引

さ
れ
て
い
る
。
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産

が
コ
ス
ト
高
に
な
っ
て
も
、
ブ
ラ
ン
ド
豚

の
餌
と
し
て
利
用
で
き
れ
ば
そ
の
コ
ス
ト

も
賄
え
る
の
で
は
な
い
か
と
需
要
者
と
し

て
の
意
欲
を
示
し
た
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
補
足
情
報
と
し
て
、

播
種
機
の
導
入
事
例
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

収
穫
適
期
、
米
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
の

品
質
の
比
較
デ
ー
タ
を
紹
介
し
た
。

播
種
機
に
つ
い
て
は
、
麦
や
大
豆
と
汎

用
性
の
あ
る
小
型
の
播
種
機
、
３
条
の
播

種
機
、
真
空
播
種
機
を
使
用
し
て
い
る
事

例
を
示
し
、
大
規
模
化
す
る
場
合
は
真
空

播
種
が
効
率
的
だ
と
説
明
し
た
。

収
穫
適
期
は
子
実
が
完
熟
状
態
に
な
っ

た
と
き
で
あ
る
。
熟
期
が
進
む
に
つ
れ
て

子
実
の
上
部
か
ら
白
く
見
え
る
デ
ン
粉
が

増
え
、
子
実
の
付
け
根
部
分
に
ブ
ラ
ッ
ク

レ
イ
ヤ
ー
と
呼
ば
れ
る
黒
い
線
が
現
れ
れ

ば
、
収
穫
適
期
と
判
断
で
き
る
と
い
う
。

昨
年
の
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
子
実
サ

ン
プ
ル
を
米
国
の
研
究
所
に
送
っ
て
分
析

し
た
と
こ
ろ
、
タ
ン
パ
ク
質
、
デ
ン
粉
と

も
に
含
有
量
が
同
等
ま
た
は
そ
れ
以
上
だ

っ
た
。
将
来
、
取
引
基
準
が
必
要
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
国
際
標
準
の
等
級
１

～
５
等
の
う
ち
、
現
時
点
で
も
国
産
は
上

位
の
等
級
に
当
た
る
と
報
告
し
た
。

今
後
、
日
本
の
気
候
条
件
に
合
う
品
種

選
び
か
ら
栽
培
方
法
、
熟
期
ま
で
生
産
者

と
共
に
進
め
て
い
き
た
い
と
話
し
た
。

会
場
か
ら
は
、
輪
作
や
土
壌
改
善
、
使

用
す
る
機
械
、
収
量
な
ど
の
質
問
や
、
関

係
者
の
連
携
に
よ
っ
て
日
本
の
農
業
を
活

性
化
さ
せ
よ
う
と
の
意
見
な
ど
が
出
さ
れ

た
。
最
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
つ
と

め
た
昆
は
「
関
係
者
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し

て
い
く
こ
と
に
日
本
の
農
業
の
新
し
い
可

能
性
が
あ
る
と
思
う
」と
締
め
く
く
っ
た
。

期
に
は
、
水
は
け
が
良
け
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
多
く
の
作
業
時
間
を
確
保
で
き
る
。
茎

葉
や
芯
を
緑
肥
と
し
て
鋤
き
込
む
こ
と
で

土
が
細
か
く
柔
ら
か
く
な
り
、
砕
土
機
の

作
業
速
度
が
変
わ
っ
た
と
い
う
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
単
体
で
は
収
益
率
は
低

い
が
、
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
圃
場
の

土
壌
改
善
に
つ
な
が
り
、
作
業
効
率
が
上

が
る
。
結
果
的
に
大
豆
や
小
麦
な
ど
の
収

量
が
確
保
で
き
れ
ば
良
い
と
話
し
た
。

今
回
の
実
演
会
場
の
圃
場
を
提
供
し
た

盛
川
氏
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
作
業
が
少

な
い
作
物
で
あ
る
と
述
べ
た
。

大
豆
と
比
較
し
た
場
合
、
播
種
床
を
作

る
作
業
や
除
草
剤
散
布
も
同
じ
で
あ
る
。

大
豆
は
中
耕
培
土
、
殺
虫
剤
、
殺
菌
剤
が

必
要
だ
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
は
そ
の
必

要
は
な
い
。
大
豆
や
小
麦
と
同
じ
汎
用
コ

ン
バ
イ
ン
で
収
穫
し
、
コ
メ
と
同
じ
乾
燥

機
で
の
乾
燥
後
の
調
製
作
業
は
ゴ
ミ
を
飛

ば
す
程
度
で
農
産
物
検
査
も
必
要
な
い
。

台
風
な
ど
に
よ
る
強
風
で
倒
伏
す
る
の

で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
た
が
、
今
年

も
台
風
や
突
風
に
耐
え
た
こ
と
か
ら
、「
意

外
と
強
い
」
と
感
じ
だ
と
い
う
。

前
述
の
柳
原
氏
の
土
壌
改
善
の
話
に
触

れ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
根
は
丈
夫
で
太
い

た
め
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
自
体
が
サ
ブ
ソ
イ

ラ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

コ
メ
ン
ト
し
た
。
土
壌
管
理
に
つ
い
て
の

質
問
に
は
、
踏
圧
の
軽
減
す
る
、
機
械
を

入
れ
る
回
数
を
減
ら
す
、
湿
っ
て
い
る
と

き
に
は
入
ら
な
い
な
ど
の
注
意
も
必
要
だ

と
答
え
た
。

収
益
性
に
つ
い
て
は
、
10
ａ
当
た
り
の

売
上
は
多
く
な
い
が
、
経
費
が
非
常
に
少

な
く
、
土
地
に
与
え
る
影
響
や
輪
作
の
中

で
の
付
帯
効
果
が
あ
る
と
述
べ
た
。

述
べ
た
。。

茨
城
県
で
年
間
１
１
０
０
頭
の
梅
山
豚

を
生
産
し
て
い
る
塚
原
氏
は
、
飼
料
の
自

家
配
合
と
、
地
域
に
根
ざ
し
た
ブ
ラ
ン
ド

化
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

飼
料
を
飼
料
会
社
か
ら
購
入
せ
ず
自
家

会場では130名以上の参加者が熱心に聞き入っていた

作
業
と
経
費
が
か
か
ら
な
い
作
物

（
㈲
盛
川
農
場 

代
表 

盛
川
周
祐
氏
）

飼
料
を
自
家
配
合
し
地
域
ブ
ラ
ン
ド
へ

（
㈲
塚
原
牧
場 

代
表
取
締
役 

塚
原
昇
氏
）

品
質
は
輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
同
等
以
上

（
パ
イ
オ
ニ
ア 

ハ
イ
ブ
レ
ッ
ト

ジ
ャ
パ
ン
㈱　

白
戸
洋
一
氏
）

ま
と
め


